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本書の読みどころ―まえがきに代えて

　2020年12月に肥料取締法が大幅に見直され，化学肥料に堆肥を混ぜて流通できるようになっ

た。近年，農業労働力の減少などから堆肥の投入量が減り，地力の低下などの事態が生じてお 

り，化学肥料も高騰していることから，家畜糞堆肥を肥料原料として使えるようにしたのだ。

本書では，今回の法改正の背景の一つである地力低下の実態把握を試み，併せて地力の維持向

上に使われる土壌改良資材，家畜糞堆肥の使い方などを収録した。

〈土壌実態調査から見た土壌の特徴と変化〉

　各都道府県の農業試験場では，農耕地土壌の実態の変化をとらえ，適切な土壌管理指針を示

すことを目的に「土壌環境基礎調査」を実施してきた。この調査は全国の主要な土壌を代表

する約 2 万地点の農耕地を対象に，1979 ～ 1983 年を第 1 巡，1984 ～ 1988 年を第 2 巡，1989

～ 1993 年を第 3 巡，1994 ～ 1998 年を第 4 巡とし，各期間で 1 回の調査がされてきた。現在

も各県により規模は違うが，調査が継続されている。今回は，このおよそ 40 年に及ぶ調査結

果をもとに，主要な県による主要土壌の変化と要因を収録した。

〈地力とは―評価と対策〉〈地力を知る項目の意味と診断手法〉

　ところで，そもそも地力とは何か。安西徹郎氏（農業技術アドバイザー）による「地力の評価」

を収録した。それによると，地力とは土壌の性質に由来する農地の生産力をいう。その評価は，

先の土壌実態調査において 13 項目に及ぶ基準項目によって行なわれてきた。近年は，専作化

が進んで大区画圃場の造成や大型農業機械の導入が顕著になっていることから，「作土が浅く

なっている」「土が硬くなっている」「水はけが悪くなっている」「深耕によって下層の土が露

出している」などの物理的問題や「土の物理性悪化に起因した病害が多発している」などの生

物的問題が生じて，その対策を講じるための物理性診断や生物性診断が強く求められるように

なったと指摘している。藤原俊六郎氏（officeFUJIWARA）による「地力を構成する要素と向

上対策」も収録した。地力の高い土とは，土壌の化学性，物理性，生物性がともに良好な状態

と考えればよいという。地力を高めるために決定的に重要なものは，微生物と腐植であり，そ

れらによって団粒ができると，通気性や透水性，保水性，根の伸びやすさ，微生物の活性化な

ど土のいろんな性質に影響し合い，すべてがうまく回るようになるようだ。

　本書では地力の評価方法として設定されている 13 の基準項目の一部について，その意味と

診断手法を収録した。

　このほか，地力の維持向上対策として，「土壌改良資材とその使い方」「鉱さい（スラグ）類」，

「家畜糞堆肥の簡易造粒法と利用」「鶏糞堆肥を利用したレタスの減化学肥料栽培」なども収録

した。

　なお，これらの記事は「農業技術大系土壌施肥編」追録 33 号の内容を転載させていただいた。

転載を許諾いただいた執筆者のみなさまに厚くお礼申し上げます。

2021 年 11 月　農山漁村文化協会
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